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復興支援室だより 

大船渡発 

    三陸さんままつり    
不漁のため延期されていた「三陸大船渡さんままつ

り」が市の産業まつりとともに１か月遅れで開催さ

れました。今年

で３１回目とな

る「さんままつ

り」は先月１７

日に開催予定で

した。しかし今

年は水揚げ量が

例年の半分以下。このため価格が高騰しているため、

まつりでも去年の倍の１匹２００円で売られまし

た。それでも会場のサンマを焼く香ばしい匂いに、

訪れた人たちはさっそく炭火焼きサンマを買い求

め堪能していました。（10/21） 

 

釜石発  

  寺の本堂でクラシック    
被災地の人たちを音楽で元気づけようと釜石市の

石応禅寺で４人の音楽家による演奏会が開かれま

した。市民有志が実行委員会を組織し企画したもの

で、およそ７０人が寺の本堂に集まりました。ピア

ノやバイオリン、フルートそしてソプラノ歌手から

成るユニット「スプラング・リズム」の４人が１２

曲を披露。クラッシックのほか、なじみ深い童謡な

どが演奏され、訪れた人たちは寺の本堂に響く温か

な音楽に聞き入っていました。（10/21） 

 

陸前高田発 

  かさ上げ地で避難訓練   
陸前高田市のかさ上げ地に今年４月にオープンし

た複合商業施設「ア

バッセたかた」と隣

接する市立図書館で

初めての津波避難訓

練が行われました。

参加した店員ら６０

人は全員が店内から出たことを確認したあと、１５

０メートルほど離れた高台の本丸公園に避難しま

した。訓練で参加者は避難経路や自分の役割を改め

て確認していました。（10/25） 

陸前高田発 

 幼いマツに会いに行こう    
滝沢や紫波、花巻など内陸に避難している震災被災

者２０人が復興の様子を見学するツアーで再生に

向け植樹が進む高田松原を訪れました。このツアー

は被災者支援活動を行

っているＮＰＯ法人が

内陸避難者に故郷との

つながりを持ち続けて

ほしいと企画したもの

です。あいにくの雨の

ため防潮堤からの見学でしたが、参加者は今年から

植樹が始まり、これまでにおよそ３０００本のマツ

が植えられた様子に感慨深げでした。（10/29） 
陸前高田発 

 さんりく元気ラジオ！   
(ワイドステーション内 毎週水曜日放送） 

陸前高田災害ＦＭの菅野陽子さんが、「一中仮設Ｂ

ＡＰＰＡ（バッパ）ダンサーズ」について伝えてく

れました。これは高田一中仮設住宅にお住いの６０

代から８０代の女性たち１９人を中心に結成され

たダンスグループで、「バッパ」はおばあちゃんの

意味です。今年６月には気仙大工左官伝承館で踊り

が披露され、その踊りは「世界中の誰かのために」

で検索するとＹｏｕｔｕｂｅで見る事ができます。

白いかっぽう着姿がとてもキュートだそうで、東日

本大震災で、国内外から多くの支援をいただいたお

礼に、今度は被災地から元気を発信しようと、メン

バーたちは張り切っているという事です。（10/25） 
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